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風
力
・
太
陽
光

い
ま
こ
そ
リ
ン
カ
ー
ン
の
演
説
の
意
義
を

活
か
し
た
い
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葉
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リ
ン
カ
ー
ン
の
ゲ
テ
ィ
ス

バ
ー
グ
演
説
は
、“

governm

ent 
of 

the 
people, 

by 

the people, for the pe

ople"

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が

有
名
で
あ
り
、「
人
民
の
、

人
民
に
よ
る
、
人
民
の
た
め

の
政
治
」
と
訳
出
さ
れ
て
い

る
。
１
８
６
３
年
11
月
19
日

に
、
南
北
戦
争
の
最
大
の
激

戦
地
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
で
の
戦
没

者
の
た
め
の
国
立
墓
地
献
納

式
典
で
行
わ
れ
た
演
説
の
一

説
で
あ
る
。

奴
隷
制
度
を
背
景
と
し
た

ア
メ
リ
カ
の
国
内
戦
争
で
あ

る
南
北
戦
争
の
終
結
に
向

け
、
大
き
な
犠
牲
を
無
駄
に

し
な
い
「
政
治
」
を
民
主
主

義
の
精
神
に
基
づ
い
て
な
さ

れ
る
べ
き
こ
と
を
、
リ
ン
カ

ー
ン
は
、
２
６
３
語
の
短
い

演
説
で
意
義
深
く
語
っ
た

（
下
写
真
）。
こ
の
理
念
は
、

戦
後
の
日
本
国
憲
法
の
前
文

に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「
人
民
の
、
人
民
に
よ

る
、
人
民
の
た
め
の
政
治
」

と
い
う
訳
出
に
つ
い
て
は
、

英
語
学
や
政
治
学
な
ど
の
立

場
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
解
釈
や

議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
要
点
は
、“

government"

が
「
政
治
な
の
か
政
府
な
の

か
」、
ま
た“

of"

の
用
法
が

「
主
格
か
所
有
格
か
目
的
格

か
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
議

論
に
、
野
村
忠
央
氏
が
、
明

確
な
回
答
を
行
っ
た
。「“

go

vernment 
of 

the 
peop

le"

の
解
釈
に
つ
い
て
」

（『
英
語
と
英
語
教
育
の
眺

望
』
２
０
１
０
）
と
い
う
論

文
で
あ
る
。

野
村
氏
は
、
英
語
学
者
と

し
て
の
解
釈
、
先
行
訳
や
先

行
資
料
の
比
較
研
究
、
そ
し

て
外
国
人
学
者
と
の
議
論
、

さ
ら
に
リ
ン
カ
ー
ン
の
草
稿

原
稿
の
精
査
な
ど
を
通
し

て
、“

government"

は
政
治

が
適
当
で
、“

of"

は
由
来
を

意
味
す
る
用
法
が
適
当
で
、

「
人
民
の
、
人
民
に
よ
る
、
人

民
の
た
め
の
政
治
」
は
妥
当
で

あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
こ

の
フ
レ
ー
ズ
は
、
民
主
主
義
の

精
神
で
達
成
さ
れ
る
べ
き
事

案
に
対
す
る
合
言
葉
と
し
て

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
１
４
年
の
５
月
か
ら

９
月
ま
で
筆
者
ら
は
、
所
属

す
る
大
学
や
一
般
社
団
法
人

ほ
か
三
つ
の
団
体
と
と
も

に
、「
市
民
の
、
市
民
に
よ

る
、
市
民
の
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
講
座
」
と
名
づ
け
た
全

10
回
の
連
続
講
演
会
を
千
葉

大
学
で
開
催
し
た
。
こ
れ
で

は
「
人
民
」
を
「
市
民
」
に

替
え
て
適
用
し
た
。
現
代
市

民
社
会
の
主
役
で
あ
る
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
現
代
社

会
の
重
要
案
件
で
あ
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
、
自

ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
関
与

で
き
る
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
や
利
用
方
法
に
つ

い
て
学
習
す
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
、
こ
の
講
演
会

の
目
的
と
し
た
。

こ
の
初
回
の
キ
ッ
ク
オ
フ

講
座
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
筆
者
が
、
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
に
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
の

扮
装
で
リ
ン
カ
ー
ン
を
模

し
、
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説

の
全
文
を
英
語
と
日
本
語
で

読
み
解
き
開
会
し
た
が
、
特

に
そ
の
結
び
に
次
の
一
文
を

付
け
加
え
た
。

Today, 
I 

would 
like 

to speak here that ene

rgy of the common peop

le, by the common peop

le,

　

for

　

the 
common 

people 
shall 

have 
the 

sustainable society on 

the earth.

（
今
日
、
私
は
こ
こ
で
次

の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
。

一
般
市
民
の
、
一
般
市
民
に

よ
る
、
一
般
市
民
の
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
上
に
持
続

可
能
な
社
会
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
と
。
）

キ
ッ
ク
オ
フ
の
メ
イ
ン
の

講
座
は
、
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
論
者
の
北
澤
宏
一
氏
に

「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め

に
！
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
開
催
予

告
や
開
催
報
告
は
、
本
紙
も

紹
介
し
た
。
こ
の
連
続
講
座

の
内
容
は
、
原
子
力
発
電
の

是
非
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
代
替
可
能
性
、
来
る
べ

き
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
、
そ
し
て
そ
う
し
た
道
程

へ
の
市
民
や
自
治
体
の
取
り

が
で
き
た
。
だ
が
、
次
の
よ

う
な
不
満
足
の
状
況
も
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
連

続
講
座
は
、
土
曜
日
の
午
後

に
開
催
し
た
が
、
参
加
者
の

多
く
が
シ
ル
バ
ー
世
代
の
60

代
前
後
で
、
未
来
を
担
う
べ

き
若
者
世
代
は
少
な
か
っ

た
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
講
座
で

学
び
会
得
し
た
望
ま
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
方
向
性
と

現
実
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

は
、
な
お
乖
離
が
存
在
し
て

い
る
。
さ
ら
に
残
念
な
こ
と

に
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
縮
め

問
題
解
決
す
る
有
力
な
人
物

と
期
待
さ
れ
た
北
澤
氏
が
本

講
座
が
終
了
し
た
直
後
の
９

月
26
日
に
急
逝
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
を

拠
り
所
と
し
て
、「
市
民

の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い

う
表
現
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い

て
、
福
島
県
飯
舘
村
の
「
村

民
の
、
村
民
に
よ
る
、
村
民

の
た
め
の
発
電
会
社
」
※

は
、
大
い
に
支
援
し
た
い
取

り
組
み
で
あ
る
。

※
飯
舘
村
の
発
電
会
社
「
飯

舘
電
力
」
に
つ
い
て
は
本
紙
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組
み
の
実
例
や
提

示
、
さ
ら
に
海
外
事

例
な
ど
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
市
民
参
加

の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み

立
て
た
。

こ
の
連
続
講
座

は
、
参
加
し
た
市
民

に
、
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
望
ま
し
い
方

向
を
提
示
す
る
こ
と

日
立
造
船
は
５
月
７
日
、

秋
田
県
秋
田
市
に
「
雄
物
川

風
力
発
電
所
」
を
完
成
さ

せ
、
子
会
社
の
雄
物
川
風
力

が
３
月
１
日
よ
り
運
営
事
業

を
開
始
し
た
こ
と
を
発
表
し

れ
て
い
る
素
材
だ
。
ゾ
ル
テ

ッ
ク
は
現
時
点
で
も
世
界
有

数
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
る
。

従
来
、
風
力
発
電
の
回
転

ブ
レ
ー
ド
に
は
ガ
ラ
ス
繊
維

複
合
素
材
が
多
く
使
わ
れ
て

た
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
に
青

森
県
、
和
歌
山
県
に
風
力
発

電
設
備
を
建
設
し
て
い
る

が
、
運
営
事
業
を
自
社
で
本

格
的
に
実
施
す
る
の
は
初
め

て
。東

北
電
力
が
公
募
し
た

「
平
成
23
年
度
風
力
発
電
募

集
」
に
お
い
て
、
中
規
模
風

力
（
出
力
20
㌗
以
上 

２
０

０
０
㌗
未
満
）
の
系
統
連
携

東
レ
が
全
世
界
的
な
炭
素

繊
維
需
要
の
高
ま
り
を
受

け
、
生
産
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
。
同
社
の
在
米
グ
ル
ー
プ

会
社
ゾ
ル
テ
ッ
ク
社
が
炭
素

繊
維
の
生
産
設
備
を
増
強

し
、
メ
キ
シ
コ
工
場
の
年
産

を
５
０
０
０
㌧
と
倍
増
さ
せ

る
計
画
を
５
月
７
日
に
発
表

し
た
。
生
産
開
始
は
２
０
１

６
年
４
月
か
ら
の
予
定
。

増
産
さ
れ
る
の
は
ラ
ー
ジ

ト
ウ
炭
素
繊
維
。
衣
料
用
ア

ク
リ
ル
ト
ウ
設
備
の
転
用
で

生
産
可
能
な
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
比
較
的
安
価

で
、
風
力
発
電
関
連
や
自
動

車
の
構
造
体
と
し
て
利
用
さ

き
た
。
し
か
し
直
径
１
０
０

㍍
オ
ー
バ
ー
の
タ
イ
プ
も
登

場
す
る
な
ど
、
風
車
の
大
型

化
が
進
ん
で
お
り
、
ブ
レ
ー

ド
の
た
わ
み
を
防
ぐ
た
め
に

よ
り
剛
性
の
高
い
素
材
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
件

を
満
た
す
素
材
と
し
て
炭
素

繊
維
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。

風
力
発
電
関
連
に
加
え
自

動
車
関
連
で
も
、
ラ
ー
ジ
ト

ウ
炭
素
繊
維
は
今
後
さ
ら
に

需
要
が
伸
び
続
け
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
流

れ
を
受
け
て
ゾ
ル
テ
ッ
ク
は

今
回
の
メ
キ
シ
コ
工
場
の
措

置
以
降
も
ラ
ー
ジ
ト
ウ
炭
素

繊
維
生
産
能
力
を
増
強
し
続

け
、
２
０
２
０
年
に
は
同
社

と
し
て
の
年
産
能
力
を
現
在

の
１
万
３
０
０
０
㌧
規
模
か

ら
倍
増
さ
せ
る
構
想
を
掲
げ

て
い
る
。

発
電
所
の
発
電
出
力
は
１
９

９
０
㌗
。
発
電
し
た
電
力

は
、
今
後
20
年
間
、
東
北
電

力
に
売
電
す
る
。
ま
た
、
４

月
に
は
隣
接
地
に
出
力
約
２

０
０
０
㌗
の
「
第
２
雄
物
川

風
力
発
電
所
」
の
建
設
に
着

工
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
の

運
用
事
業
開
始
を
目
指
し
て

い
る
。

同
社
は
、
洋
上
風
力
発
電

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
２
月
、
新
潟
県
岩

船
沖
の
洋
上
風
力
発
電
事
業

に
お
い
て
、
同
県
村
上
市
は

同
社
を
幹
事
会
社
と
す
る
10

社
の
連
合
体
を
事
業
者
に
決

定
し
た
。
新
潟
沖
合
１
～
２

㌔
㍍
の
海
域
の
遠
浅
の
海
底

に
発
電
設
備
を
固
定
す
る
着

床
式
を
採
用
し
、
日
本
最
大

２
２
０
㍋
㍗
の
洋
上
風
力
発

電
所
を
建
設
す
る
計
画
だ
。

本
年
度
に
特
別
目
的
会
社
を

設
立
し
、
２
０
２
０
年
度
に

機
器
の
製
作
開
始
、
２
０
２

４
年
度
の
運
転
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
は
本
年
４

月
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
事
業
本

部
に
「
風
力
発
電
事
業
化
推

進
室
」
を
新
設
し
、
陸
上
、

洋
上
の
両
風
力
発
電
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
、
国
内
で
順
次
風

力
発
電
所
を
建
設
・
運
営

し
、
２
０
２
０
年
度
に
風
力

発
電
事
業
で
５
０
０
億
円
の

売
上
高
を
目
指
す
。
本
格
参

入
し
た
風
力
発
電
事
業
を
、

世
界
的
に
実
績
を
挙
げ
て
い

る
ご
み
焼
却
発
電
プ
ラ
ン
ト

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

に
続
く
大
き
な
柱
に
育
て
る

方
針
だ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
保
険
会
社

は
５
月
11
日
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
に
加
え
、
新
た
に
風
力
・

バ
イ
オ
マ
ス
・
地
熱
の
発
電

設
備
工
事
を
対
象
と
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
工
事
向
け
保
険
商
品
の
一

般
販
売
を
開
始
し
た
。
同
社

は
、
２
０
１
４
年
９
月
よ
り

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
設
備
工

事
向
け
保
険
商
品
を
一
般
販

売
し
て
い
る
が
、
今
回
、
対

象
を
拡
大
し
、
よ
り
広
範
囲

な
補
償
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。同

社
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
工
事
に
関

す
る
リ
ス
ク
を
包
括
的
に
補

償
す
る
た
め
、
工
事
期
間
中

の
「
組
立
保
険
」、「
損
害
賠

償
責
任
保
険
」、「
操
業
開
始

遅
延
保
険
」
の
３
種
類
の
保

険
を
セ
ッ
ト
で
販
売
す
る
。

秋
田
市
で
本
格
的
な
運
営
事
業

「
雄
物
川
風
力
発
電
所
」
稼
働

日立造船

風
力
関
連
で
の
需
要
増
を
見
越
し

炭
素
繊
維
生
産
能
力
の
増
強
決
定

東レ
秋田市で稼働した雄物川風力発電所

東レのグループ企業である、ゾルテック
の本社社屋（アメリカ・ミズーリ州）

再エネ向け保険商品、販売開始
メガソーラーに加え、風力ほかにも対象拡大

チューリッヒ保険会社

候
補
者
に
選

定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、

２
０
１
３
年

に
秋
田
市
に

雄
物
川
風
力

を
設
立
。
日

本
海
に
臨
む

同
市
新
屋
町

に
風
力
発
電

所
の
建
設
工

事
を
進
め
て

き
た
。

完
成
し
た


